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357,635

－ －

358,988 H28 460,000

－

市内のスポーツ施設の利用者数

H23 460,000参
考
指
標
③

総合運動公園・県備前ﾃﾆｽｾﾝﾀｰ三
石運動公園・伊部運動公園　　日
生運動公園・浜山運動公園　　吉
永ＢＧ海洋ｾﾝﾀｰ・吉永ﾃﾆｽｺｰﾄの
利用者

目標 510,000

実績 381,103

達成率 74.7
ベンチマーク

510,000

－ －

460,000

参
考
指
標
②

スポーツ教室の参加者

目標 100.0

達成率 52.5
ベンチマーク

実績 52.5

基本施策への
貢献度

－

100.0 100.0 100.0 役職 教育委員会次長
スポーツ教室の募集定員に対する参加者
割合

H23

90.4

－ －
二次評価者コメント

　体育施設、学校体育施設開放、スポーツ教室とも利用者が横ばいとなっている。週1回15分以上スポーツを続けている
割合も、増加傾向にあったが平成22年度は前年とほぼ同じにとどまっている。今後、目標数値を達成するため、市民
ニーズに沿ったサービスを提供する必要がある。H28 100.0

氏名 竹中史朗－ －
3 中立

90.4 78.8

78.8

115,198

73.8 68.1

131,000参
考
指
標
①

学校体育施設開放利用者

目標 131,000

達成率

ベンチマーク

87.9

実績 96,689 89,194

84.8 85.4

131,000 131,000 チャレンジデーの参加者を50％以上にするとともに、週1回15分以上継続した運動・スポーツを行う人も50％以上とする。

全国数値（内閣府：体力・スポーツに関する世論調査） － －

翌年度（H24年度）の取組目標地域スポーツ活動の拠点として学校体育
施設を利用している人数（1年間の延べ人
数）

131,000H28

－

H23

ベンチマーク 44.4 45.3

－

実績 25.4 42.4 42.7
成人市民が週1回15分以上スポーツを続
けている割合（市民意識調査）

H23 50.0

達成率 50.8

H28 50.0
2回目のチャレンジデーの実施で、35.7％から45.0％に上昇し、50％に近づいたが、年1回のチャレンジデーの日だけで終わらないよう、週
1回15分以上運動・スポーツを行う人の割合を高めるために、毎月最終水曜日、最終的には毎週水曜日を「スポーツの日」とするなどで呼
びかけていく。

成
果
指
標

スポーツを定期的（週1回15分
以上）に行っている市民の割合

目標 50.0 50.0 50.0

－

3
＜施策の有効性＞
指標分析、評価年度･ 中長期の
達成見込みは？

4

進行年度（H23年度）の取組内容
（課 題 解 決 状 況）

週に1日以上運動している人が上昇してきているのは、住民総参加型スポーツイベントの開催や、学校体育施設開放事業による
地域スポーツの振興によるもので、今後さらに身近で気軽にスポーツをする機会を提供し、週1回15分以上運動をする人が成人
の2人に1人となるのはまじかである。目標値

成果指標の計算式の説明
ベンチマークの説明

施策に対する成果指標名
単
位

過年度実績 評価年度

H20 H21 H22

3

判　断　理　由　（なぜ、そのランクと評価したのか）
項　　　目

調査対象でない施策
は、市民の反応等

施策の目的と成果が目標につながり、市民意識調査の結果にも表れてくるので、指標に反映し妥当であると思われる。
調査結果に対するコメント、
市民の反応等

スポーツ・レクリエーションに対する重要度は昨年と比較すると0.7％上がっているが、満足度は3.2％下がってい
る。　　成果指標で定めている週1回15分以上スポーツを定期的に行っている人は42.4％から42.7％と若干ではあ
るが上昇した。

1
＜成果指標の妥当性＞
施策の目的・成果を表現してい
るか？

2
＜事業構成の適当性＞
手段は最適か？ 3 事業の構成は市民のニーズに沿ったものであり、施策目標を達成するために適当である。

評価
5：非常に高い　4：高い　3：どちらともいえない　2：低い　1：非常に低い

が生まれ、市の活性化にもつながる。また、その日をきっかけに週1回15分以上運動・スポーツを行う

習慣ができ、生涯スポーツの推進となる。

チャレンジデー実行委員会 備前市チャレンジデー 住民総参加型のスポーツイベントで、市民が一つの目的に向かうことで地域や職場や様々な場所で連帯感

説明・期待される効果新規に必要な事業・連携が必要な事業

満足度（%） 15.5 9.4 11.5 8.3

H22 H23

実施主体

20,616 2.31

重要度（%） 2.6 3.5 2.7 3.4

調査年度 H20 H21 136,117 31,444
この施策に費やした資源（単位：千円，人）

平成20年度 平成23年度

4.19 146,995 23,118 2.49 126,995

平成21年度 平成22年度

126,774

学校体育施設開放事業 1,668 ☆☆☆☆☆957 247 0.03 1,1890.19 1,1831,021

16,004 2,621 0.30

0 0.00

22,926 0.03279

17 265 ☆0.01 0.03 15神根農村広場等管理運営事業 単 市 0 50 0.01 12 93

14,820 ☆☆☆☆12,005 1.32 16,238 93 0.01 14,825 94 0.01

☆☆☆0.01 1 0 0.00 1 0 0.00 1

(総合計画の施策部
分から、実施する施
策を抽出)

スポーツ施設を核とした市民のスポーツ推進と学校体育施設を開放することで地域スポーツ活動の振興に努める。 日生武道場管理運営事業 単 市

ヘルスパ日生管理運営事業 単 市

学校体育施設開放事業 Ｂ

207 60

吉永Ｂ＆Ｇ海洋ｾﾝﾀｰ･ﾃﾆｽｺｰﾄ管理運営事業 単 市 6,969

☆☆☆☆0.03 9,541 178 0.02 11,804 256 0.03 11,800

11,668 259 0.03

施策展開 指導者を育成し、各種団体の活動を促進する。 浜山運動公園管理運営事業 単 市 9,618 259

③ 生涯スポーツの推進を図るため、体育指導委員等と連携を図り、各種スポーツイベントを開催する。 日生運動公園管理運営事業 単 市

94

11,407 178 0.02 13,828

三石運動公園管理運営事業 単 市 0.01 3,200

☆☆☆☆256 0.03 13,817

☆☆3,201 93 0.01 3,172 93 0.01 3,194

50 0.01 737 93

☆☆☆☆

93 0.01 800

1,317 0.15

0.01 ☆☆1,000

0.06 69,295 393 0.04 69,20073,335

伊部運動公園管理運営事業 単 市 600

69,410 576

0.02 262

10,467 921 ☆☆10,692

1.20 ☆

247 ☆☆☆

11,934

0.11 858 0.13

単 市 142 0.030.03

11,461 627 0.09② ①スポーツに対しての意識が徐々に変化し、健康づくりを視野に入れ、身近なレベルで気軽にスポーツを楽しむ生涯
スポーツが浸透してきており、週1回15分以上スポーツを続ける人が若干ではあるが増えている。
②学校体育施設を有効に活用し、地域のスポーツ振興に役立てている。
③市民のニーズを取り入れ開講しているスポーツ教室は年度毎に内容・種目が違い比較するのは困難であるが、参
加者の満足度は高まっている。

各種委員会 内部管理

現況と課題 体育功労者・全国大会等出場者激励金

(総合計画から現在
の問題点を抽出)

総合運動公園管理運営事業 単 市

☆☆☆(誰のために、何の
ために)

スポーツ拠点づくり推進事業 補 助 410 0.07 303 0.04

11,033

内部管理

3,115 0.36
対象は年齢・性別に関係なくスポーツをしたい市民。
目的は、市内のスポーツ施設、学校体育施設を機能的に活用し、市民一人ひとりが豊かなスポーツライフの実現に向
けて、いつでも、どこでも、誰もが参加できるスポーツ環境を整え、体を動かす機会や場所を提供することによりスポー
ツの楽しさ、技術の向上、体力の保持と増進及び仲間づくりをしながら、スポーツ振興を図る。 6,838 0.94 14,151 1.45

396 0.05

対象と目的 スポーツ大会等開催事業 単 市 2,428
2

4,006 0.50

スポーツ教室・研修会等開催事業 単 市 616 0.11
1,783 1,046

0.19

0.37

☆☆☆☆☆

714 0.10

982

☆☆☆☆☆

☆☆☆☆☆

383 0.05

356 0.06

0.07

社会体育団体支援事業 内部管理 2,439 0.50 1,546

118
0.00 85 ☆

115
0.05 53 ☆☆☆420

0.02 0
政策の体系

基本目標（大項目） 地域文化ひとが輝くまちづくり Ｂ＆Ｇ海洋センター総務事業
1 海洋スポーツ普及事業 Ｂ

基本施策（中項目） 生きがいのあるまちづくり 海洋スポーツ普及事業

平成22年度

事　業　費　等　（単位：千円，人）

(高 ～ 低)
直　接
事業費

Ａ ～ Ｅ 直　接
事業費

人件費 人工数
直　接
事業費

細　　事　　業

電話 63-3813
施策を構成する

事　務　事　業

事務事業 施策への
貢献度このシート作成に要した時間 2.0 時間 評価結果

事業分類

平成20年度 平成21年度

人件費 人工数

役職

備　　前　　市　　施　　策　　評　　価　　シ　　ー　　ト

（平成22年度事業）
教育委員会スポーツ振興室長

施　策　名
（小項目）

スポーツ・レクリエーション

コード 作
成
者

氏名 松山　忠義

単 市 223
149 209 0.03

単 市 618

03-02-06

スポーツ推進事業 Ｂ 1,237

所　　　　属　　　　長　　　　評　　　　価

平成23年度

人件費 人工数 当初予算
（直接事業費）

☆☆☆☆☆
　～
☆

保健体育総務事業

4 体育施設管理運営事業 Ｂ

3 保健体育総務管理事業 Ｂ

H20

H21
H22

H23

-50

-30

-10

10

30

50

0.0 10.0 20.0 30.0 40.0 50.0
重要度

満
足
度

⑤　施策成果指標（基本目標・基本施策・施策意図から設定）

⑥　施策構成事務事業の評価

⑧　施策の評価

⑦　⑥以外で、目標達成に必要な新規事業及び連携させる他部署の事業

④市民意識調査による施策の重要度・満足度

備前市総合計画の内容から記載する

＜見直し領域＞
その施策や事業が必要
か否かの検討が必要

＜維持領域＞
現状の方向を継続

＜強化領域＞
内容等を見直し、市民
満足度を高める事業を
行う

＜検討領域＞
その施策や事業の存続
の検討が必要

重　　　要　　　度

満

足

度

平　均

高低

高

低


